
巻頭言

4 月刊「建設」24-09

高度化・効率化の、その先を見据えて
～「節目」を「潮目」へ ～

ここ数年、いろいろな「節目」に出くわすこと
が多い。2024年は、甲子園球場の設立100年の
「節目」であり、安倍元首相が地方創生を目指し
てスタートさせたデジタル田園都市国家構想が
10年の「節目」を迎えている。2023年は、関東
大震災から100年の「節目」で、国土強靱化基本
計画が定められてから10年の「節目」でもあった。
さらにもう一年遡った2022年は、社会資本メン
テナンス元年から10年の「節目」であった。こ
の年は、本誌の今回の特集に直結する今後のメン
テナンスのあり方に関する提言として、国土交通
省社会資本整備審議会（以下「社整審」とい
う。）・交通政策審議会技術分科会技術部会で『総
力戦で取り組むべき次世代の「地域インフラ群再
生戦略マネジメント」～インフラメンテナンス第
２フェーズへ～』がとりまとめられた年でもある。
本提言に示された第２フェーズとは、先んじて
2014年に社整審・道路分科会がとりまとめた
「道路の老朽化対策の本格実施に関する提言」、
いわゆる「最後の警告」からの経過を見据え、更
なるアップデートを期した「節目」の意味も持た
せている。
「コンクリートの文明史」１）には、古代ローマ

帝国では、大規模な修復工事を必要とする建造物
が年を追う毎に増加し、二世紀後半からは、老朽
化した建造物の修理・修復事業が歴代の皇帝の重
要な仕事になっていたと記されている。また、
コンスタンティヌス１世（後306年～337年在
位）が、後330年にコンスタンティノープルに遷
都を決定したのは有名な史実であるが、その一因
が老朽化した建造物群で埋め尽くされた過密都市

ローマの再建を断念したためであるとのことであ
る。「ローマ人の物語」２）にも、今日のアッピア
街道の敷石のふちがすり減っているのは、ローマ
帝国が衰退し始めて長い歳月にわたるメンテナン
スの欠如のせいであり、メンテナンスの欠如は、
担当する組織及び国家が機能しなくなるからに他
ならない、と記されている。インフラの老朽化及
びその対応は、すでに古代ローマ帝国の時代にも
重大な社会問題であり、維持管理に必要な費用の
確保ができなければ、巨大帝国ですら遷都をせざ
るを得ないほどの重大事案であったのである。

さて、現代の私たちにとって、インフラの老朽
化が重大な懸念事項として認識されたのは、
1999年に山陽新幹線福岡トンネルでコンクリー
ト塊が崩落し、「丈夫で長持ち」のはずのコンク
リートの品質に対する社会的な不安を招いた事故
であろう。その後、インフラの維持管理が大きな
社会課題として取り上げられる契機となったのは、
2012年の笹子トンネル天井板落下事故である。
このように、過去の教訓を歴史的に俯瞰しても明
らかなように、インフラの維持管理は、担い手や
財源が確保できないことや技術開発が十分ではな
い等を理由に、先送りや責任放棄できるものでは
ない。「最後の警告」から「第２フェーズ」を経
て、インフラの維持管理は、より高度に、より効
率よく進めることが求められるようになったが、
高度で効率の良いインフラ維持管理とはいかなる
ものか、を特集したのが本号である…と結んでし
まうと、ここで巻頭言が終わってしまうので、も
う少し深く掘り下げたい。

今回の特集のサブタイトルである高度化・効率
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化は、インフラ維持管理はもとより、建設工事そ
のものについても、自動化や自律化といったオー
トメーション化へのシフトが強く求められている。
これに対応するため、国土交通省は2024年６月
にi-Construction 2.0を策定した。これは、建設
現場のオートメーション化による生産性向上と省
人化を目指したもので、2040年度までに建設現
場で３割の省人化を実現し、生産性を1.5倍以上
に向上することを目標として、「施工のオート
メーション化」、「データ連携のオートメーション
化」、「施工管理のオートメーション化」という３
本の柱を立てている。また、建設現場のオート
メーション化により、現場で働く一人ひとりが生
み出す価値を向上させ、少ない人数で安全に快適
な環境で働く生産性の高い建設現場の実現を目指
すとしている。この文脈で考えれば、インフラ維
持管理の高度化や効率化も、これらの実現を目的
とするのではなく、その先に何を達成するかを見
据えておくことが、戦略的な維持管理に繋がるの
ではないか。

2023年から、内閣府・戦略的イノベーション
創造プログラム（SIP）第３期「スマートインフ
ラマネジメントシステムの構築」プロジェクト３）

がスタートした。同プロジェクトでは、目標とす
る未来社会であるSociety 5.0 ４）の実現を目指し
て、「未来の建設技術」、「未来のインフラ」、「未
来のまち」をアウトプットとして常にイメージし、
我が国の膨大なインフラ構造物・建築物の老朽化

が進む中で、デジタル技術により、持続可能で魅
力的・強靱な国土・都市・地域づくりを推進する
システムの構築する計画である。インフラ維持管
理の分野においても、長寿命化を目的とするだけ
でなく、その先に例えばSociety 5.0の実現を目
標とし、DX、GXに繋がる先端技術による高度
化や効率化を通じて、未来社会に相応しいインフ
ラとして戦略的に維持・再生していく、といった
戦略とその達成に向けた戦術を講じることが必要
であると思う。

本文で、近年の「節目」について言及したが、
今後は、いかなる「節目」がやってくるか…昭和
がそのまま続いていれば、2025年はちょうど昭
和100年の「節目」の年だそうである。この「節
目」に際して、懐古的な感慨を持つだけでなく、
未来社会へ向け大きく歩み出すための「潮目」を
変化させる契機と考えたい。
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